
第５学年 理科学習指導案 
 
１，単元・教材名  てんびんとてこ 
 
２，指導目標 

てんびん作りやてこのはたらきを利用した道具を使った活動を通して、支点から等距離

に同じ重さのものをつるすとつりあうこと(てんびんのつりあい)や、支点の左右のうでを傾

けるはたらきはうでにつるすおもりの重さと支店からの距離に関係することなど(てこの決

まり)をとらえるようにするとともに、日常生活の中で使われているてこの決まりを利用した

道具を見直す態度を育てる。 
＜学習指導要領の内容＞ 

Ｂ－（２）てこを使い、力の加わる位置や大きさを変えて、てこの仕組みや働きを調べ、

てこの規則性についての考えを持つようにする。 
ア  水平につり合った棒の支点から等距離に物をつるして棒が水平になったとき、物

の重さは等しいこと。 
イ  力を加える位置や力の大きさを変えると、てこを傾ける働きが変わり、てこがつり

合うときにはそれらの間に一定の決まりがあること。 
 

３，指導計画（中単元）全１０時間 
  ①てんびんを作ってみよう（１時間） 
  ②てんびんのつり合い（３時間） 
  ③おもりの重さが違うときのつり合い（２時間・本時） 
  ④てこの利用（１時間） 
  ⑤まとめ（２時間） 
  ⑥発展「モビールをつくってみよう」（１時間） 
   
４，ＩＣＴ活用のポイント 
授業場所 理科室 
授業形態 一斉学習  グループ学習  個別学習  補習 
ＩＣＴを活用する場面 導入  展開  まとめ  その他 
ＩＣＴを主に活用する

もの 
教員  学習者  その他 

ＩＣＴを活用する目的 課題の提示  動機付け   教員の説明資料 
くり返しによる定着  モデルの提示  体験の想起 
比較  振り返り 
その他（                ） 

活用するＩＣＴ プロジェクタ スクリーン コンピュータ 
インターネット 



５，セールスポイント 
   ・学習課題の提示と、実験の目的、方法を理解させることができる。 
   ・学習時間の効率化を図り、実験（体験）時間を十分確保できる。 
 
 
６，教材 
   理科ねっとわーく「アルキメデスと学ぶてこのはたらき」 

 （http://www.rikanet.jst.go.jp/contents/cp0450a/start.html） 

      

      

 

 

 

 
 
 
７，本時の目標 
  ・てこのはたらきや規則性を見いだすことができる。 

 ・てこのはたらきや規則性を調べて記録し、まとめることができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



８，本時の展開 
学習活動 指導上の留意点 

１、前時の実験の復習をする。 
 
 
 
 
 
２、実験用てこをつかって実験する方法をコンテンツを

見て確認する。 
 ＜予想＞ 

・同じ番号のところに、同じ重さのおもりをぶら下げ

るといいと思う 
・違う番号のところにおもりをつるしてもつり合うとこ

ろがあると思う。 
 
３、グループごとに実験をする。 

・左のうでの５の位置におもりを１こぶら下げた状態

から実験を開始する。 
・次に左のうでの６の位置におもりを１こをぶら下げ

た状態から実験を開始する。 
  ・その他のパターンを提示して、さらに実験をしてい

く 
４、実験結果を発表する 
 
 
 
 
５、グループごとに相談する。 
 ・決まりが見つかったグループは、実験用てこを使っ

て確かめる。 
 
６、決まりを見つけ、まとめる 
 
 
 
 

・重さの違うてんびんをつり合わ

せるには、支点からの距離を変え

ればよいことを確認する。 
・準備 実験用てこ おもり 
【理】「アルキメデスと学ぶてこの

はたらき」 

・記録用ワークシートを配布する 
 

 
 
 
・規則性が見つかった場合や、こ

ういう規則があるんではないかと

気がついた場合は、自分達で考

えたつりあいのパターンを実験で

確かめさせる。 
 
時間がある場合は、コンテンツを

利用して、計算でつり合う場合を

考え、学習の定着をはかる 
【理】 

 

てこは、支点の左右でうでをかたむける働きが

等しいときにつり合う。うでをかたむける働き

は、「おもりの重さ×支点からのきょり」であら

わすことができる。 

左右のおもりの重さが違うとき、棒がつり合う

のはどんな場合だろうか。実験用てこを使って

調べてみよう。 

実験の結果から、てこがつり合うときのきま

りはないだろうか。 



 


